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例百

1. 本書は、主要地方金沢小松線いしかわ広域交流幹線軸道路整備工事に伴って、実施した軽海横穴群の埋蔵文

化財発掘調査報告書である。

2. 発掘調査及び出土品整理作業は、小松市教育委員会が主体となって実施した。

3.調査、発掘調査、出土品整理作業、報告書作成に係る経費は石川県が負担した。

4. 発掘調査の調査地、調査面積、調査期間、調査担当者は次のとおりである。

《調査地》 石川県小松市軽海町地内

《調査期間》 発掘調査平成15年10月1日""'11月14日

《調査面積》

《調査担当》

250rri 

発掘調査西田由美子

5. 出土品整理作業は出土品整理臨時作業員を雇用し、遺物実測・製図・報告書作成は、望月精司の指導・教示

のもとに下演が担当した。なお、石器実測は宮田 明が行った。

6. 遺構の測量については、西日が実施し、航空測量及び遺構のエレベーション図に関しては、側太陽測地社が

実施した。

7. 本書の執筆及び編集は、下演が担当した。

8. 写真撮影は、遺構は西田が、空中写真は側太陽測地社が、遺物は下演が行った。

9. 本書で示す方位はすべて真北であり、水平基準は海抜高 (m) で示した。なお、第 1図は国土地理院発行25，

000分の 1地形図(平成9年度発行「小松・美川・粟生・別宮J) を使用し、第 2図には小松市発行2，500分の

1国土基本図「西軽海Jを使用した。

10. 本調査において出土した遺物を含め、遺構・遺物の実測図、写真等の資料は、小松市教育委員会が保管して

いる。



第 I章遺跡の位置と環境

1 .地理的環境

小松市は石川県西南部に位置し、市内は地形的に東南部丘陵・

山岳地帯と西北部の沖積平野部に二分される。前者は能美江沼丘

陵の一部をなす小松東部丘陵、能美山地・大日火山地などからな

り、後者は加賀平野の一部をなす小松江沼平野よりなる。後者は

さらに北部の梯川流域、南部の加賀三湖と称される今江潟、柴山

潟、木場潟周辺の低湿地に概ね二分でき、日本海に面して小松砂

丘が発達している。

梯川本流は大杉町の槍ヶ岳に端を発して北に流れ、その流路に

は大杉・赤瀬・打木・瀬領・波佐谷の各町が点在する。金野町で

郷谷)11と合流し、あきらかな河岸段丘を形成しながら、正連寺・

軽海の各町に至り、軽海町で浮上川と合流する。軽海町からその

進路を北にとった梯川は、屈曲と共に流速を急に落とし、小松の

街地をかすめ安宅河口で日本海に注ぐ。遺跡は、梯川が支流の梓

上(かすかみ)川を合わせて大きく湾曲する中流左岸、沖積平野が

ひろがる南側の丘陵斜面に位置する。

2.周辺の遺跡

旧石器時代に属する遺跡は、八里向山遺跡群 (51) 河田山古墳

群 (73) がみられるのみで、ほとんど発見されていない。縄文時

代に属する遺跡は、詳細がわかるものはほとんど平野部であり、代表的なものとして軽海西芳寺遺跡 (05) と中

海遺跡 (89) がある。軽海西芳寺遺跡は、梯川中流左岸部軽海周辺としてはもっとも古く、縄文時代中期に位置

づけられ、石組炉をもっ竪穴住居1棟、多数の土坑がみつかっている。縄文晩期~弥生時代中期に属する遺跡は、

牛島ウハシ遺跡 (45) ・大長野A遺跡 (39) 千代(千代オオキダ)遺跡 (37) ぐらいで、梯川中流右岸域の平野

部のみにみられる。弥生時代後期以降、梯川両岸域で遺跡は大きく展開しはじめる。平野部には、漆町遺跡群、

千代オオキダ遺跡、軽海西芳寺遺跡、佐々木ノテウラ遺跡 (19) がみられ、丘陵縁辺部では、八里向山A ・c.
D遺跡、河田山遺跡 (73) がみられる。古墳時代前期にはいると、平野部は弥生後期以降継続して続く遺跡に加

え、千代能美遺跡 (34)、古府しのまち遺跡 (36)、荒木田遺跡 (09) 佐々木アサバタケ遺跡 (20) などの集落遺

跡が加わる。また軽海町地内

には、通称「ガメ山J と呼ば

れる小丘があり、今は消滅し

てしまった亀山玉造遺跡 (06)

がある。昭和46年には軽海団 ←至小松

地造成工事に伴うもので、古

墳時代前期の住居跡数棟が確

認され、出土遺物のなかには、

玉作関連遺物、山陰系甑がみ

つかっている。古墳は能美E

陵縁辺部に展開する。いわゆ

る能美古墳群である。古墳は、

河田山古墳群、八里向山c.
D遺跡、埴田後山明神・無常

堂古墳 (71)、ブッショウジヤ

マ古墳群 (85)、埴田山古墳群

(72)、八幡古墳群があげられ、

小松吉野線

軽海用水

西山

高積山

日本海
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第 2図 軽海団地造成前の略図 (r軽海町史』より)



各期にわたりほぼ継続的に築造されている。にも関わらず、平野部においては 5世紀併行の建物がみつかってい

る遺跡は荒木田遺跡のみで6、7世紀代にかけても同様に遺構・遺物が減少している。奈良時代に入ると、軽海西

芳寺遺跡、千代オオキダ遺跡、佐々木遺跡 (18)、古府しのまち遺跡、佐々木ノテウラ遺跡など、平野部の弥生時

代後期に存した遺跡と重複した箇所に分布する。

加賀が独立した固として立国するのは弘仁十四年 (823) で、越前国から加賀郡と能美郡が分割される。軽海は

加賀国能美郡の所属となり、 10世紀前半に編纂された『和妙類衆抄』には、能美郡に軽海・能身・山上・山下・

兎橋の五郷が存在したことが記されている。軽海郷は、軽海町を遺称地とし、その範囲は梯川上流域山間部と支

流の仏大寺川下流域、浮上川|流域を含む地域をいう。荒木田町、光陽町、軽海町にまたがる荒木田遺跡は、 8世紀

後半"'9世紀前半頃にピークをもち、多数の掘立柱建物跡、水場遺構、遺物では、墨書土器、円面硯、帯金具、石

帯などが出土している。一方、梯川の右岸に立地する古府台地は、従来から加賀国府の所在地として推定されお

り、古府遺跡 (28)、古府フドンド遺跡 (29)、十九堂山遺跡 (26) といった平安時代の遺跡が存在し、軒丸瓦・

軒平瓦などが出土している。また、軽海町東側に位置する佐々木遺跡では整然と配置された建物跡、「野身郷J

「財部寺Jと書かれた墨書がみつかっており、野身郷の管理にかかる公的施設もしくは有力者の居宅の可能性が考

えられ、当該期の状況が少しずつ近年の発掘調査の成果において解明しつつある。平安時代後期には、白山宮加

賀馬場中宮の末寺である中宮八院(護国寺、昌隆寺、松谷寺、蓮華寺、善興寺、長寛寺、隆明寺、湧泉寺)が成

立するが、『白山之記』によると八院の うち隆明寺を除く七ヶ寺が能美郡軽海郷に所在したと記されている。

中世の軽海郷は、古代の郷城を継承し、嘉暦四年 (1329) には武蔵国金沢称明寺の所領となる。以後、鎌倉幕府

の滅亡によって称明寺は軽海郷を含む寺領を一部没収され、領地境の問題などで白山宮との対立抗争はあるが、

称明寺が康暦二年 (1380) までの約50年間支配している。

ここから中世墓に話を展開しよう。第4図は当遺跡周辺の中世墓及び横穴の分布である 。軽海周辺では、中世墓

として確認されているものは、集石墓、横穴墓である。第 2表の中で墳墓に分類しているものの中で調査が実施

されているものは、八里向山 F.H遺跡、軽海中世墓群の 2遺跡のみである。当遺跡の東側に位置する軽海中世

墓群 (02) は上下2段が確認され、配石墓・計11基が1971年の発掘調査で確認されている。出土遺物は、蔵骨器で

ある加賀古陶壷と珠洲焼であり、五輪塔が少なくとも11基造立されていたことがわかっている。時期は14世紀"'1

5世紀前半と考えている。なお、この地は、第 3図の墓谷山と現在でも地名にあり、当時墓域であったことを示し

ているようである。八里向山 F.H遺跡では、集石墓多数、横穴 3基がみつかっている。横穴の時期は不詳で、

F 1号墳の斜面にいずれも作られている。集石墓は、 F遺跡は13世紀前半~中頃、 H遺跡は13世紀後半'"14世紀

代と報告されている 。この事例は現在みつかっているこの地域の墓としてはもっとも古いものと思われる。その

他、十九堂山中世墓跡、湧泉寺経塚、長寛寺中世墓跡、麦口中世墓跡は、五輪塔等の発見はみられるものもある

が詳細は不明である。横穴は、地図内の分布だけで35件ある。しかし、実際のところ、調査をしなければ、古墳

なのか中世なのかもしくは近・現代の掘り込みなのか詳細はわからないものと思われる。その中で地下式墳とい

われるものは 3遺跡(下八里横穴群 (58) ・河田横穴 (61) ・津波倉ホットジ遺跡 (102) である。加賀では、 15

世紀中頃に地下式墳といわれる特異な遺構が構築されており、小松市の調査事例としては、津波倉ホットジ遺跡

(102) で6基確認されている。特徴としては、地表面から垂直に降りる竪坑があり、そこから水平に室状の横穴

が設けられているものである。性格としては、僧侶の修行窟・入定窟という考え方もできるらしい。

註

1この表は、宮田明氏がまとめた遺跡地図作成リスト (2004年作成)から転載したものである。

2小松市教育委員会 2004 ~八里向山遺跡群』

3田嶋正和 1997 r第 2章第6節 遺構からみた加賀国J~中・近世の北陸』北陸中世土器研究会

引用・参考文献

・飛鳥 輿三松 1981 ~軽海町史』

・石川県小松市 2002 ~新修小松市史』資料編4 国府と荘園

・石川県立埋蔵文化財センター 1986 ~軽海遺跡』

・石川県埋蔵文化財センター 1994 ~軽海西芳寺遺跡』

・小松市教育委員会 1973 ~軽海中世墓社群一発掘調査概報-~
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番号 遺跡番号 遺 跡 名 時 代 番号 遺跡番号 遺 跡 名 時 代

01 (軽海横穴群) 47 11025 佐野八反田遺跡 奈良 ・平安

02 3240 軽海中世墓群 鎌倉末期~室町 48 佐野B遺跡

03 3241 軽海廃寺 平安後期 49 11024 狭野神社前遺跡 平安

04 3239 西芳寺遺跡 平安 ・中世 50 3310 向山古墳群 古墳

05 3235 軽海西芳寺遺跡 縄文中期~中世 51 3311 八里向山遺跡群 旧石器~中世

06 3238 亀山玉造遺跡 古墳前期 52 3309 河田向山下遺跡 縄文 ・平安

07 3237 軽海遺跡 弥生~近世 53 3308 河田館遺跡 縄文中期~中世

08 3236 大谷口遺跡 弥生後期 54 3313 上八里A遺跡 縄文 ・平安

09 3234 荒木田遺跡 古墳~中世 55 3314 上八里2号窯跡 不詳

10 3281 護国寺跡 平安末期 56 3223 谷内横穴 古墳

11 3282 椎の木山遺跡 縄文 57 3224 河田C遺跡 不詳

12 3283 松谷寺跡 不詳 58 3245 下八里横穴群 中世

13 3185 浄水寺跡 古墳 ・平安 ・中世 59 3246 穴場横穴 古墳

14 3184 若杉オソボ山1号窯跡 古墳後期 60 3247 上八里C遺跡 奈良

15 3187 釜谷古墳 古墳 61 3251 河田横穴 不詳

16 3182 八幡行者塚古墳 古墳 62 3225 何回B遺跡 奈良

17 3181 八幡大塚古墳 古墳 63 3227 河田山窯跡 不詳

18 3176 佐々木遺跡 弥生~中世 64 3228 埴田ミヤケノ遺跡 不詳

19 3172 佐々木ノテウラ遺跡 弥生~中世 65 3229 埴田ミヤンタン遺跡 不詳

20 3173 佐々木アサパタケ遺跡 弥生~中世 66 3230 宮谷寺屋敷遺跡 縄文 ・室町

21 3220 古府シマ遺跡 平安・中世 67 3231 埴田フルカワ遺跡 古墳

22 3222 南野台遺跡 縄文中期 ・古墳 68 3232 埴田ワラムキ遺跡 平安 ・中世

23 3219 小野遺跡 平安 69 3233 埴田遺跡 奈良 ・平安

24 3218 小野スギノキ遺跡 平安 ・中世 70 3243 御菩提所古墳 古墳

25 3217 十九堂山中世墓群 中世 71 3242 埴田後山明神1"'3号境・無常堂古墳 古墳

26 3216 十九堂山遺跡 平安 ・中世 72 3244 埴田山l・2号墳 古墳

27 3215 小野窯跡 江戸 73 3226 河田山古墳群 弥生後期~古墳後期

28 3169 古府遺跡 平安中期 74 3257 里川F遺跡 平安

29 3170 フドンド遺跡 平安 75 3256 里川E遺跡 平安

30 3171 横地遺跡 縄文 76 3259 埴田塚 中世

31 3174 千代本村遺跡 古墳 77 3260 隆明寺跡 平安初期

32 3175 千代マエダ遺跡 古墳~平安 78 3262 遊泉寺跡・クボタB遺跡 平安~中世

33 3168 千代城跡 室町 79 3261 遊泉寺跡・クボタA遺跡 平安~中世

34 3164 千代能美遺跡 弥生~中世 80 3266 湧泉寺跡 平安初期

35 3167 小野町遺跡 古墳 81 3267 宮の奥1.......3号経塚 平安~鎌倉

36 3166 古府しのまち遺跡 古墳前期~平安 82 3269 仏生寺塚 中世

37 3165 千代オオキダ遺跡 弥生後期~中世 83 3268 遊泉寺遺跡 縄文

38 11001 大長野A遺跡 弥生 ・中世 84 3270 仏生寺跡 中世

39 11002 大長野B遺跡 不詳 85 3271 プッ泊ウジヤず古墳群 古墳

40 11003 牛島宮の島遺跡 平安 86 3274 中海C遺跡 平安~中世

41 11004 千代デジロA遺跡 弥生 87 3275 長寛寺中世墓跡 室町

42 11005 千代デジロB遺跡 弥生 88 3273 中海B遺跡 古墳~中世

43 11006 千代デジロC遺跡 古墳 ・平安 89 3272 中海遺跡 縄文中期

44 11007 牛島ウハシ遺跡 古墳前期・奈良・平安 90 3278 赤穂谷口遺跡 縄文

45 3307 下出地割遺跡 91 3279 松の木谷横穴群 古墳

46 11026 佐野A遺跡 弥生 92 3221 古府横穴 不詳

第 1表周辺の遺跡
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番号

95 Iぷ里横穴群CI下八里町 道路 lli陵|斜面|横穴墓|不詳 横穴1基

60 I出品 語 劇国府台

96時間|国府台|どマイト吋

工業団地|丘陵|斜面|横穴墓 17c 須恵器 横穴古墳2基

詳

一
詳

不

一
不

地
坑
一地
坑

.
士
一
・
土

穴
式
一
穴
式

横
下
一横
下

面
一
面

斜
一
斜

陵

一
陵

丘

一
丘

路

一
路

道

一
道

I
l
l
1
1
1
T
I
l
l
-

町

一
町

里

一
里

下
一
下

坑

一
坑

号

一
号

t
i

一

円

L

91 1松の木谷横穴群|中海町|松の木谷 | 山林
河岸

|横穴墓 |不詳
段丘

奥行2.3m;幅2.0m;高さ1.
8m、1937年頃、宅地裏を
切土した際、断面に1基開
口、玄室奥に敷石が認め
られたとされる。その後、
玄室左右に横穴を掘り足
して、食糧貯蔵に利用し
たという。

河田山54号墳南側に隣接
して縦坑が開口。調査前
まで周知されていた「河
田横穴Jは、発掘調査で
は発見されず。

消滅

横穴6基並列、谷に東面し
て5基開口、 l基は1896年
土砂崩れで埋没能美郡誌)、
現況不明

56 1谷内横穴 河田町 宅地 |台地|斜面|横穴墓 |不詳

57 1河田横穴 国府台 |河田山
横穴・地

宅地 |丘陵|斜面| ー|不詳
下式土ちL

92 1古府横穴 古府町 |ニカヤマ 畑地 |台地|斜面|横穴墓|不詳

下麦口横穴群 |麦口町 山林 |丘陵|斜面|横穴墓|不詳
~~-~一一……-一一一-一一-一一一…-一一-一…-一--↑十↑十-一一……-一一……-一一……-一一……-一一……-一一……-一一……-一一……-一一……-一一……-一一……-一一一…-一一……-一一……-一……-一一-一-一寸-

l号横穴 |麦口町 山林 |丘陵|斜面|横穴墓
卜' 十 ーーー一一一卜一一一一一一一卜一一十 一一一|一一一一一一一十一一一一一一一十一一一一一 一ー一一ーー|穴3基並列、 ほかに未確認

明横'A 一一一 |表-~- !l!I-- J ---- - -一一一 一一l---山性 l -~-陵陵閉~l~斜斜守性-酉守l横J烹界墓一一…一…l---守一一………守一一………守一一………守一一………-一一………守一一………守一一………守一一……守一一…守一一守一- 一--l-
3号横大 |麦口町 山林 lli陵|斜面|横穴墓

赤穂、谷スギノキ
98 1 ;~::~~ -r / -r 1中海町|スギノキ谷 | 山林 |丘陵|斜面|横穴墓 |不詳

谷横穴群

赤穂谷(赤尾谷)最奥部の
通称スギノキ谷に横穴9基、
地下式坑4基(中海町史)

火灯山横穴群 |松岡町|ヒトモシヤマ| 山林 |丘陵|斜面|横穴墓 |不詳 横穴3基開口

松岡1号横穴 |松岡町|ヒトモシヤマ| 山林 lli陵|斜面|横穴墓
99 卜一一一一一一一一一一一一 卜ーーーーーーーーーーー十ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー十ーーーーーーーーーーーーーーーー卜ーーーーーーーー卜ーーーーーーーイーーーーーーーーーーーーーー十ーーーーーーーーーー -----f---------------ー ー | 

松岡2号横穴 |松岡町|ヒトモシヤマ| 山林 |丘陵|斜面|横穴墓

松岡3号横穴 |松岡町|ヒトモシヤマ| 山林 |丘陵|斜面|横穴墓

100 I今江横穴群 |今江町|ムジナノウロ| 宅地 |台地|斜面|横穴墓|不詳

101 I (木場遺跡8号横穴)1木場町ゴノレフ場|正陵|斜面|横穴墓|不詳

横穴4基、消滅

横穴1基

地下式坑6基、消滅。北陸
大谷高地歴クラブ。1971
宅地造成に係り、 2基調査

津波倉ホットジ|津波倉町|ホットジ| 宅地 |丘作|斜面|横穴・地|室町末|陶磁器、瓦器
遺跡 I Ff'-Ill!.AI "'J I (法燈寺) I --t:;)-l.!:I I 一 IiT"tlBJ I下式士坑|期

1-ra;;m.1IlT I -j..L.w. 1..L>..w. I ..L>..w. I -Id;I:___ l-r~横穴2基、 1960社殿改築で
下粟津B横穴群|下粟津町 社地 |台地|台地|横穴墓|不詳l' .....，.... ~.---J I I-L-~ I ~....L!..I I I___I....I.!.J I .I~/"~ I-'-PI 発見

103 ~一一一一一一一一一一l一一一一一↓一一一一一一一一一l一一一一 1 --_.--_.-1 _.. -_.. _. 1. --，.----_._.. - ~. . _.. --_.. ------1.. -_.----------'--. --------------_. ----1 
1号横穴 |下粟津町 社地 |台地|台地|横穴墓|不詳 消滅

目...._---_._-----守 .----------------.---------.---------.-----一---一-一一一一，ド.-一一_.一一可守.-一可守F可守F可守F一可苧..可守F一--可-----------------------------------.------------------------------------------白----
2号横穴 |何下粟津町 社地 |台地|台地|横穴墓|不詳 消滅

消滅、横穴7-8基(能美郡
誌)

104 1下粟津A横穴群|下粟津町 運動場|台地|台地|横穴墓|不詳

105 1波佐谷横穴群 |波佐谷町 山林 |丘陵|斜面|横穴墓|不詳

波佐谷城跡東郭から北に
延びる尾根西斜面に地下
式坑5基、横穴13基、 6基
開口。

横穴1基

横穴1基

106 Iこたい谷横穴 |松岡町|コタイ谷 | 山林 lli陵|斜面|横穴墓|不詳

107 1穴山横穴 |池城町|穴山 | 山林 lli陵|斜面|横穴墓|不詳

第 2表 中世墓及び横穴地名表
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E章調査に至る経緯と経過

第1節調査に至るまでの経緯
軽海横穴群の調査は、石川県小松土木事務所が実施する、主要地方金沢小松線の道路改良事業に伴う埋蔵文化

財発掘調査である。

平成15年6月25日付けで、小松市軽海町地内に遺跡が存在することから、県教育委員会 文化財課に対し、発掘

依頼が提出された。これを受けて、平成15年7月11日付けで、県教育委員会は小松市教育委員会に250rrfを対象に

発掘調査依頼を提出した。これに対し、小松市教育委員会は、平成15年度に調査を実施する旨を県教育委員会に

回答し、埋蔵文化財発掘調査を実施することに至った。

埋蔵文化財発掘調査は、平成15年10月1日から開始し、同年11月14日に終了した。

第 2節発掘調査の経過
平成15年

10月 1日 作業開始。調査区の除草作業及び小枝の伐採作業。急斜面のため、道路側に落下防護フェンスを設け

る。

10月 2日 降雨により現場作業中止。器材運搬作業を行う。

10月 3日'"'"'8日 調査区遺構精査。1、2号横穴検出。急斜面のため手すり付の階段、横穴に合わせて、転落防止

用のステージ設置。

10月 9日 1、2号横穴掘削開始。

10月10日'"'"'29日 1、 2号横穴の掘削及び土層断面図、平面図作成。 1、 2号横穴は土坑状のものであることが

判明。並行して横大の北側斜面を直行する2本のトレンチを設け、断ち割り作業及び横穴下の流土除去

作業を行う。流土内より、古式土師器片、磨製石斧発見。

11月4日 空中撮影のため全体精査。

11月 5日 空中撮影

11月 6日'"'"'12日 調査区コンター図及び、 1、2号横穴の平面及びエレベーション図作成。

11月13日 器材搬出作業。

11月14日 プレハブ(作業員休憩 ・器材小屋)撤去。現場での作業終了。

日J同b同LrJR

第 5図調査区の位置 (S=1/2，500) 
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第E章遺構と遺物

第 1節調査の 概要

第 6 図は遺跡全体図である。 調査区斜面上部から下部の比高差は15m~こ及び、発掘調査の際に自立するのも不

便なほど急であった。斜面の裾は、加賀産業道路がある西側の方が高く、北東側に向かいやや低くなる。調査は、

調査区全体に対し遺構精査を行ったが、確認されたのは 2基の横穴(土坑状)のみである。 2基の横穴(士坑状)

は、斜面でも上部にあたり並立して存在する。その上には一部テラス面がみえたが、土坑ないしは横穴にはなら

ず、ただのテラス面である。また、斜面に対し併行する土層断面図作成は調査状困難であり、斜面裾部に斜面に

直行する形で、 2本の土層断面を作成した。 (第7図参照)。土層堆積は、 30'"'-'40c m程度の厚みの表土が堆積して

おり、裾部には暗褐色を呈する流土層がみられるのみで、遺物包含層はみられない。 1. 2の遺物はともに流土

からの出土である。

1号横穴は、直径約 2mを測り不定形な形状をもち、深さは約 1mで、ある。一部東側に幅30cmX高さ 1m程

度の穴が横に走るが動物によるかく乱と思われるもので、基本的には土坑状のものであり、底面は平坦ではなく

凸凹である。堆積土は、流土以下 6層まで分層されているが、基本的には、色調 ・地山ブロックの混入度合いで

の差であり、すべてしまりのない自然埋没土である。遺物及びカーボンの出土はまったくみられなかった。

2号横穴は、長軸2.3mX短軸1.3mを計る。いびつな形状をもち、南側に一部土坑状になる箇所がみられる。

深さは、北側からなだらかに落ち、もっとも深い土坑状を呈する南側で約1.3mを測る。堆積士は覆土に流土が上

面を覆う形であり、土坑状の覆土は 1号横穴同様、人為的なものではなく自然埋没土である。遺物及びカーボン

の出土はまったくみられなかった。

第 2節出 土遺物

1. は壷または奮の上体部の破片と思われる。外面にはナナメ方向のハケ調整がみられ、内面は上方向のケズ

リ調整がみられる。これだけでは、時期の限定は難しいが、おそらく弥生後期終末期~古墳前期に比定するもの

と思われる。

2. は磨製石斧(定角式石斧)で、基部側が欠失する。石材は蛇紋岩、長さ 7cm・幅5.7c m ・厚 2c m (残

存部) ・重140.43gを測る。時期は縄文中期に比定するものであろう。

第 3節まとめ

1、 2号横穴は、形状としては斜面に対しテラス状にきり、縦穴を呈しているが、底面が不整形であったり、

人為的埋土でないため、人為的な横穴とは考えがたい。調査区内には 1'"'-'2m程度の円形状の抜痕跡がみられ、

おそらく抜痕跡のくぼみを利用した動物によるかく乱穴である可能性が高いものと思われる。流土内には、遺物

はみられたものの、石器は縄文時代中期に比定されるもので、土器は弥生~古墳前期の体部破片である。当調査

区の北側低地部には軽海西芳寺遺跡が展開しており、遺跡の時期は、縄文時代中期 ・弥生時代終末期(月影式)

古墳前期 ・古代 (7c初頭'"'-'10世紀前半) ・中世 (14c後半'"'-'15c前半)に存続している。当調査区の流土から

出土した土器片及び磨製石斧は、おおよそ軽海西芳寺遺跡と時期が符合するものであるが、これらの遺物は、斜

面上部にみられる横穴(土坑状)のものとはまったく関係ないものと判断する。また、造成前の略図では、墓谷

山の一部に該当するとも思われるが、この伝世自身も一つ谷を挟んだ尾根に展開する軽海中世墓を示しているも

のと思われる。

-8 
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第6図遺跡全体図(S=1/125)
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A' 
一一 17.00m

B・
18.00凹

作業風景

A 

1. 表土

2.表土 10YR4/4(褐色土)と 10YR3/2(暗褐色土)が同率に含有。

3. 10YR4/4(暗褐色土)流土属。

4. 10YR4/4(褐色土)をメインとし、 10YR2/4(暗褐色土)が割程度含有。

流土層。

5. 7. 5YR5/6~5/8 (明褐色土)をメインとし、白色磯含有。地山。

6. 10YR5/6(黄褐色土)地山。

。 4m 

第 7図調査区土層断面図 (S=1/80)
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24.00m 
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24.00m 

c' 

記|

b・
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E
C
O凶
.
甲

N

B' 

1. 2. 5Y3/3 (暗オリープ褐色砂質土)しまりなく、木痕の可能性大。

2. lOYR4/3~ lOYR5/6 (にぶい黄褐色~黄褐色砂質土)しまりなく、基本的に

1と同様。

3. lOYR5/4 (にぶい黄褐色土)をメイ ンとし、 lOYR5/6(黄褐色土)地山ブロ ック

及び白色撲が少量含有。 しまり悪い。

3' .基本的に 3層と同一で、明黄褐色軍事含有。

4. 7. 5YR5/8 (明褐色土) l~ l. 5cm程度の白色粒砂礁含有。 しまりなし。

4' .基本的に 4層と同一で、 2~3m程度の白色粒砂磯含有。

5. 7. 5YR6/8~7. 5YR5/8 (燈色~明褐色土)白色~黄色砂粒含有。(地山)

6. lOYR5/6(黄褐色土)をメイ ンとし、明黄褐~にぶい黄褐色プロ ック

(地山ブロ ック)含有。 しまりなし。

d./  d・
24. OOm-一，，/ ーー

。 2m 

第8図 1号横穴平面・断面・エレベーション図 (S=1/40)
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(2号横穴〉
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h 

lOYR5/4~lOYR4/4(にぶい黄褐~褐色砂質土)しまりややあり 。 流土。
lOYR4/4~4/6(褐色土) しまりなし。

lOYTR5/6(黄褐色土)地山プロ ック含有。 しまりなし。

lOYR4/3 (にぶい黄褐色土)をメイ ンとし、 褐色土含有。 しまりなし。

1 OYR2/2~2/3 (黒褐色土)腐葉土。しまりなし。

1 OYR3/3~3/ 4 (暗褐色土)をメインとし、褐色土含有。 しまりなし。

7. 5YR5/6~5/8 (明褐色土)に白色磯含有。
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2号横穴平面・断面・工レベーション図 (S=1/40)
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報告書抄録

ふりがな かるみおうけつぐん

書 名 軽海横穴群

高IJ 書 名 主要地方道金沢小松線いしかわ広域交流幹線軸道路整備工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻 次

シリーズ名

シリーズ番号

編著者名 下演貴子

編集機関 小松市教育委員会

所 在 地 干923-8650 石川県小松市小馬出町91番地 TEL (0761)22-4111 

発行年月日 2005年3月31日

ふりがな ふりがな ごZ 一 ド 北緯 東経

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 。/" 。/" 
調査期間 調査面積 調査原因

石い川しかわ県けん小こま松っ市し
360 1360 2003.10.01 道路

軽かる海みお横うけ穴つ群ぐん
17203 23' 30' ，、、， 250rrf 整備

軽か海るみま町ちち地ない内
42 31 2003. 11. 14 工事

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

縄文
磨製石斧

軽海横穴群 散布地 弥生~
古式土師器

古墳

ーーーーー・ a・・ーーーー・ーーーーー・ーーー. --・・ ・・ー・ー・・・4・・ー・ー・・・・ ・ー・ーー ー・・4・・・・ ・ー・・・・ ーーー・p・p・ー ・4・---・ ・・ーー・--・ー. ー・・・ーーー・・ ・・4・4・--・・ ・・ ・・・--・ ・・ ・・・・ ・・--・....・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーーーー・ ...._-・--_......事事司---噂-- _....ーー--ー..__....ーーー---ー--ーー

不 明 土坑2基 かく乱穴

要 約 横穴群の埋蔵文化財発掘調査として実施したが、結果、中世横穴ではなく土坑状のもので、あった。
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